第○条　遺言者は、遺言者の有する一切の財産について、その分割を相続開始の時から５年間禁止する。

第○条　前条の定めにかかわらず、遺言者の長男川越空雄（令和○年○月○日生）が成年に達したときは、遺言者の有する財産の一切について遺産分割を行うことができるものとする。
